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が、  その後改革の現実を知るとともに変化した可能性も考慮に入れるべきではないかと指摘した。 発表者
は、黄表紙の寛政元年における批判性とその後の批判性を同一視することの危険を避けながら研究を深めて
ゆきたいと回答した。
入口敦志氏は、従来の研究における黄表紙の批判性を重く見た反動で賛美を読み込みすぎる危険性を指摘
し、発表者はその危険に留意しながら研究を続けたいと回答した。
